
い
る
。
同
工
場
内
の
技
術
技
能
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
現
場
力
の
中
核
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
独
自
の
「
マ
ル
チ
人
材
づ
く

り
」
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
お
り
、
半
年
間

の
徹
底
し
た
研
修
コ
ー
ス
を
通
じ
て
も
の

づ
く
り
技
術
技
能
の
伝
承
を
行
っ
て
い

る
。
研
修
セ
ン
タ
ー
で
中
核
的
人
材
の
育

成
の
指
導
に
当
っ
て
い
る
団
塊
世
代
の
技

能
教
育
ト
レ
ー
ナ
ー
の
中
川
豊
さ
ん
に
お

話
を
伺
っ
た
。

多多
くく
のの
企企
業業
がが
技技
術術
やや
ノノ
ウウ
ハハ
ウウ

のの
損損
失失
をを
懸懸
念念
〜〜
読読
売売
新新
聞聞
社社
２２
００

００
７７
年年
問問
題題
アア
ンン
ケケ
ーー
トト
結結
果果
〜〜

マ
ス
コ
ミ
各
紙
も
、
団
塊
世
代
の
大

量
退
職
「
２
０
０
７
年
問
題
」
に
対
す

る
特
集
を
本
年
３
月
ご
ろ
に
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
視
点
で
組
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
、

読
売
新
聞
社
は
、
本
年
３
月
27
日
の
朝
刊

で
、「
２
０
０
７
年
問
題
」
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
主
要
企
業
２
７
９
社

か
ら
回
答
を
得
た
結
果
を
発
表
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
中
の
も
の
づ
く
り
企
業
に
関

す
る
部
分
を
抜
粋
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
回
答
し
た
２
７
９
社

の
４
割
近
く
が
団
塊
の
大
量
退
職
で
業
務

に
支
障
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
、
特
に

団
塊
世
代
が
持
つ
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
失

わ
れ
る
こ
と
に
強
い
懸
念
を
示
し
た
。
団

塊
世
代
の
大
量
退
職
の
影
響
に
つ
い
て
、

多
く
の
企
業
が
期
待
と
不
安
を
持
っ
て
い

る
実
情
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

企
業
に
お
け
る
技
の
伝
承
の

取
り
組
み
と
団
塊
Ｏ
Ｂ
の
活
躍

上
編
で
は
、
も
の
づ
く
り
３
企
業
に
お

け
る
技
の
伝
承
の
取
り
組
み
事
例
と
伝
承

に
情
熱
を
燃
や
す
団
塊
Ｏ
Ｂ
の
活
躍
を
取

材
順
に
紹
介
す
る
。

も
の
づ
く
り
企
業
に
お
い
て
も
、
団
塊

世
代
が
大
量
に
定
年
退
職
を
迎
え
、
も
の

づ
く
り
技
術
・
技
能
の
伝
承
「
２
０
０
７

年
問
題
」
に
備
え
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
も

の
づ
く
り
技
術
・
技
能
の
伝
承
方
式
を
導

入
し
て
い
る
。

１
社
目
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
傘
下
企
業
の
小
松

製
作
所
粟
津
工
場
で
あ
る
。
小
型
、
中
型

の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
な
ど

建
設
機
械
を
生
産
し
て
い
る
が
、
２
０
０

６
年
８
月
に
「
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」
を
導

入
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
部

門
の
初
の
マ
イ
ス
タ
ー
堀
江
さ
ん
と
、
シ

ニ
ア
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
縄
さ
ん
に
話

を
伺
っ
た
。

２
社
目
は
、
全
電
線
傘
下
企
業
の
住
友

電
工
大
阪
製
作
所
で
あ
る
。
銅
の
導
電
製

品
や
電
力
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
を
製
造
し
て
い

る
が
、
２
０
０
５
年
４
月
に
「
マ
イ
ス
タ

ー
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
制
度
」
を
導
入
し
て

い
る
。
解
析
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
マ
イ

ス
タ
ー
と
な
っ
た
草
地
さ
ん
、
銅
精
錬
部

門
で
マ
イ
ス
タ
ー
と
な
っ
た
平
野
さ
ん
の

お
二
人
に
お
話
を
伺
う
と
共
に
、
お
二
人

の
継
承
者
で
あ
る
花
房
さ
ん
と
横
山
さ
ん

ら
関
係
者
か
ら
も
コ
メ
ン
ト
を
聞
い
た
。

３
社
目
は
、
自
動
車
総
連
傘
下
企
業
の

ト
ヨ
タ
自
動
車
三
好
工
場
で
あ
る
。
三
好

工
場
は
、
１
９
６
８
年
に
操
業
、
駆
動
関

係
部
品
や
冷
鍛
・
焼
結
部
品
を
製
造
し
て
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◆◆
影影
響響
＝＝
何何
らら
かか
のの
支支

障障
がが
出出
るる
がが
3377
％％

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
よ
っ
て
会
社

の
業
務
に
何
ら
か
の
支
障
が
出
る
と
懸
念

し
て
い
る
企
業
は
、「
あ
る
」（
６
％
）、

「
多
少
は
あ
る
」（
31
％
）
を
合
わ
せ
て

37
％
で
、
全
体
の
３
分
の
１
を
超
え
た
。

業
務
へ
の
支
障
が
あ
る
と
し
た
企
業

に
、
予
想
さ
れ
る
具
体
的
な
懸
念
（
三
つ

ま
で
）
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
蓄
積
さ
れ

た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
脈
な
ど
が
失
わ

れ
る
」（
86
％
）、「
技
能
・
技
術
な
ど
の

質
が
低
下
す
る
」（
53
％
）
が
多
く
、
技

術
や
技
能
の
低
下
に
強
い
懸
念
が
示
さ
れ

た
。「

社
員
の
数
が
不
足
す
る
」（
42
％
）、

「
管
理
職
不
足
な
ど
人
員
の
構
成
が
い
び

つ
に
な
る
」（
10
％
）、「
若
手
の
教
育
や

研
修
に
支
障
が
出
る
」（
９
％
）
と
続
き
、

今
後
の
人
事
・
労
務
管
理
の
難
し
さ
も
印

象
付
け
た
。

◆◆
対対
応応
＝＝
優優
秀秀
なな
ベベ
テテ

ララ
ンン
のの
継継
続続
雇雇
用用
制制
度度

のの
整整
備備

社
員
の
減
少
な
ど
へ
の
対
応
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
企
業
が
、
優
秀
な
ベ
テ

ラ
ン
社
員
に
は
定
年
後
も
引
き
続
き
働
い

て
も
ら
う
た
め
の
制
度
を
導
入
し
て
い
る

と
答
え
た
。

07
年
度
以
降
、
毎
年
１
０
０
人
以
上
の

技
能
系
社
員
が
退
職
す
る
石
川
島
播
磨
重

工
業
は
、
工
場
で
働
く
優
秀
な
ベ
テ
ラ
ン

の
技
能
系
社
員
に
匠
の
称
号
を
与
え
、
月

１
万
円
の
資
格
手
当
を
支
給
す
る
制
度
を

本
年
４
月
か
ら
創
設
す
る
計
画
と
い
う
。

「
専
門
性
の
高
い
定
年
退
職
者
を
高
い
処

遇
で
再
雇
用
」（
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ズ
）
な
ど
、
多
く
の
企
業
が

優
秀
な
団
塊
世
代
の
引
き
留
め
策
を
導
入

し
て
い
る
。

採
用
し
た
い
人
材
の
専
門
分
野
は
、

「
技
術
・
製
品
開
発
」（
34
％
）、「
販
売
・

営
業
」（
14
％
）
な
ど
専
門
性
の
あ
る
分

野
へ
の
注
目
度
が
高
い
。

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
対
応
し
、

33
％
の
企
業
が
新
規
雇
用
を
「
増
や
す
」

と
答
え
た
ほ
か
、
結
婚
な
ど
で
退
職
し
た

女
性
社
員
の
復
職
制
度
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
企
業
も
あ
っ
た
。

◆◆
就就
労労
のの
機機
会会
＝＝
雇雇
用用

継継
続続
制制
度度
がが
9966
％％

06
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
高
齢
者

雇
用
安
定
法
は
企
業
に
対
し
て
①
雇
用
継

続
制
度
の
導
入
②
定
年
の
延
長
③
定
年
制

の
廃
止
―
の
い
ず
れ
か
で
定
年
を
迎
え
た

人
に
就
労
の
機
会
を
与
え
る
よ
う
義
務
付

け
た
。

調
査
で
は
「
再
雇
用
な
ど
の
雇
用
継
続

制
度
」
と
答
え
た
企
業
が
96
％
と
圧
倒
的

に
多
く
、「
定
年
の
引
き
上
げ
」
は
１
％

（
４
社
）、「
定
年
制
の
廃
止
」
は
な
か
っ

た
。再

雇
用
を
希
望
し
た
人
を
実
際
に
採
用

す
る
場
合
の
選
定
基
準
な
ど
を
複
数
回
答

で
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
健
康
で
あ
る
」

（
66
％
）、「
在
職
中
の
人
事
考
課
で
一
定
の

評
価
を
得
て
い
る
」（
59
％
）な
ど
一
定
の

基
準
を
設
け
て
い
る
企
業
が
多
く
、「
原
則

と
し
て
希
望
者
全
員
を
再
雇
用
す
る
」
と

し
た
企
業
は
21
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

◆◆
技技
術術
・・
技技
能能
伝伝
承承
のの
たた
めめ
のの
取取

りり
組組
みみ
＝＝
もも
のの
づづ
くく
りり
道道
場場
なな

どど
ベベ
テテ
ララ
ンン
にに
よよ
るる
研研
修修
多多
いい

電
機
な
ど
ハ
イ
テ
ク
企
業
で
は
、「
ベ

テ
ラ
ン
技
術
者
な
ど
技
能
伝
承
を
専
門
で

行
う
役
職
『
匠
』
を
設
置
し
、
匠
に
よ
る

研
修
に
は
年
間
１
０
０
０
人
が
受
講
」

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）、「
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
の
技
能

の
映
像
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
し
、
工
場
で
の

研
修
な
ど
の
教
材
と
し
て
活
用
」（
三
菱

電
機
）、「
新
入
社
員
を
対
象
と
し
た
匠
道

場
を
設
置
。
基
礎
技
術
を
徹
底
的
に
修
得

さ
せ
る
」（
石
川
島
播
磨
重
工
業
）、「
音

質
研
究
室
な
ど
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
伝
承
の

た
め
の
組
織
整
備
を
実
施
」（
ケ
ン
ウ
ッ

ド
）、「
熟
練
技
能
者
が
後
継
者
に
対
し
て

１
年
間
職
場
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
」

（
ヤ
マ
ハ
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
製
造
業
で
も

「
匠
道
場
」「
も
の
づ
く
り
道
場
」
と
名
付

け
た
ベ
テ
ラ
ン
に
よ
る
研
修
な
ど
は
多

い
。


